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一年をとおした 0歳児の発達と保育室の使われ方の関係
The Relationship between the Development of Infants and  
How Nursery Rooms Are Used throughout the Year
  住居学科 近藤　ふみ 定行まり子 









Abstract　　In this paper, we consider the physical environment from the view point of the relationship 
between the development of infants and how nursery rooms are used. We observed infants in detail during 
their stay in nursery rooms throughout the year. It was shown that the developmental stages of children 
have a signiﬁcant impact on the use of space. In conclusion, it was found that ① enough spaces are 
needed for eating, napping and playing, respectively ② there should be a safe space for resting/sleeping 
as a part of play rooms.
　　Keywords :  day nursery, nursery room, zero-year-old child, development
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午睡時間後にも遊びスペースで眠っている子どもが
おり，その時間は徐々に短くなっていることが分か
る。3月になると午睡時間後に遊びスペースで眠る
子どもがいなくなる。
Ss保育園は，ほふく前児がいなくなったことか
ら午睡スペースでの遊び行為がなくなり，授乳中の
子どもがいなくなったことから遊びスペースでの食
事行為がなくなっている。
5．まとめ
本稿は，0歳児の心身の発達と保育室の使われ方
の関係に着目し，0歳児保育室に必要な物理的環境
について考察した。空間の使われ方を明らかにする
ため移動方法に着目し，発達段階を「歩行児」「ほ
ふく児」「ほふく前児」の 3段階に分類した。
一年をとおして調査した結果，クラスを構成する
子どもの発達段階は，空間の使われ方に大きく影響
していることが明らかになった。遊びスペースにお
いて一人ひとりの子どもが安全に十分に遊ぶことが
できるためには，移動方法による発達段階に着目し
て空間のあり方を検討する必要があるといえる。活
発に動き回る「歩行児」と「ほふく児」の遊びと，
動くことのできない「ほふく前児」の遊びがそれぞ
れに保障されるためには，遊びスペースの一部に
「ほふく前児」が安全に横になれるスペースを確保
することが有効である。
食事・午睡・遊び（ほふく）スペースが同時に使
われる時間の長さは一日をとおしてみれば短いが，
生活リズムの個人差が大きい 0歳児を集団で保育
するためには，一年をとおして食事・午睡・遊びス
ペースをそれぞれに確保する必要があるといえる。
図 6　食事・午睡・遊びスペースの使われ方と行為
（Sk保育園）
図 7　食事・午睡・遊びスペースの使われ方と行為
（Ss保育園）
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また，生活習慣の自立のために自分で遊びスペース
から食事スペースに行くことができたり，クラスの
大半の子どもが遊びスペースにいる時間帯にも午睡
スペースで安全に睡眠をとることができるように，
保育室内に食事・午睡・遊びスペースを設ける必要
があるといえる。
今後は，保育室の設えや面積，クラス規模の異な
る保育所を対象にした研究を進めるとともに，食
事・午睡・遊びスペースどうしの位置関係につい
て，また，保育室と調乳室・沐浴室との関係につい
ても明らかにしていきたい。
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